
1 2006.2.15

伴
い
平
成
十
一
年
に
第
二
透
析
室
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
透
析
患
者
様

は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
（
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）、
将
来
的
な
透
析
治
療
ベ
ッ
ド
数
の
不
足

な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
対
応
に
つ
い
て
院
内
で
の
検

討
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
透
析

室
の
増
改
築
工
事
が
行
な
わ
れ
、
十
月
末
に
東
二

階
病
棟
に
新
し
い
透
析
室
が
完
成
し
ま
し
た
。
更

な
る
透
析
患
者
様
の
増
加
に
も
対
応
可
能
な
増
床

が
行
な
わ
れ
、
新
し
い
透
析
機
器
の
導
入
な
ど
、

よ
り
安
全
か
つ
快
適
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境

が
整
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
更
に
充
実
し
た
透
析

治
療
が
提
供
で
き
ま
す
よ
う
病
院
全
体
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。
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通
院
治
療
が
難
し
く
な
り
、
長
期
の
入
院
治
療
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
北
村

山
地
区
の
透
析
施
設
は
数
ヶ
所
の
み
で
、
当
院
は

北
村
山
地
区
唯
一
の
入
院
施
設
を
も
っ
た
透
析
施

設
で
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
平
成
四
年
か
ら
透
析

治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
患
者
様
の
増
加
に

　

最
近
、
透
析
治
療
を
受
け
ら
れ
る
方
の
増
加
が

著
明
で
、
全
国
的
に
透
析
施
設
の
不
足
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
地
域
医
療
に
お
い
て

は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
す
。
ま
た
、
透
析
治
療
は

基
本
的
に
外
来
で
行
な
い
ま
す
が
、
透
析
治
療
を

受
け
ら
れ
る
方
の
高
齢
化
や
重
篤
な
合
併
症
に
て

　

新
し
い
透
析
室
へ
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人
間
は
暗
い
と
こ
ろ
に
い
る
と
、
不
安
か

ら
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と

も
心
理
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
尿
を
作
る
リ
ズ
ム
が
変
わ

る
こ
と
で
す
。
人
間
は
、
尿
を
作
り
に
く

く
す
る
ホ
ル
モ
ン
（
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
）

の
働
き
が
夜
間
に
活
発
に
な
り
ま
す
。
そ

の
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
良
い
四
十
〜
五
十

歳
代
ま
で
は
、
夜
間
の
尿
量
が
日
中
の
六

十
％
ま
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ホ
ル
モ
ン
の
働
き
も
加
齢
と
と
も
に
低
下

す
る
の
で
、
夜
間
に
作
ら
れ
る
尿
の
量
が

多
く
な
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
膀
胱
の
力
が
落
ち
る
こ
と

で
す
。
膀
胱
は
、
尿
を
出
す
こ
と
（
排
尿
）

と
尿
を
貯
め
る
こ
と
（
蓄
尿
）
の
二
つ
の

大
き
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
加
齢
に
よ
り

膀
胱
の
筋
肉
の
伸
び
縮
み
が
低
下
し
、
尿

の
勢
い
が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
排

尿
後
の
爽
快
感
が
な
く
な
っ
た
り
、
実
際

に
残
尿
が
増
え
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
尿

の
回
数
が
多
く
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

蓄
尿
に
関
係
す
る
神
経
が
知
覚
過
敏
に
な

る
こ
と
が
（
過
活
動
性
膀
胱
）、
尿
を
我
慢

す
る
力
の
低
下
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
て
お
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
睡
眠
や
尿
の
産
生
の
リ
ズ
ム
が

変
わ
り
、
膀
胱
の
力
が
低
下
す
る
こ
と
に

よ
り
夜
間
の
排
尿
回
数
が
増
加
し
ま
す
。

夜
間
五
回
以
上
ト
イ
レ
に
行
か
れ
る
方
は
、

夜
間
頻
尿
と
呼
ば
れ
、
特
に
男
性
の
場
合

は
前
立
腺
疾
患
の
関
与
も
あ
り
ま
す
の
で
、

専
門
医
へ
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

泌
尿
器
科　

根
本　
　

勺　

　

近
頃
、
夜
中
に
ト
イ

レ
に
行
く
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

日
本
人
は
清
潔
観
念
が
強
く
、
排
尿
に
関

し
て
他
人
と
話
を
す
る
こ
と
を
嫌
う
傾
向

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
一
般
的
な
こ

と
を
ご
存
知
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
男
性
は

五
十
代
か
ら
、
女
性
は
六
十
代
を
過
ぎ
る

と
約
二
十
％
の
人
が
夜
間
に
ト
イ
レ
に
行

く
よ
う
に
な
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の

回
数
は
年
齢
と
共
に
増
加
し
、
七
十
五
〜

八
十
歳
に
な
る
と
性
別
に
関
係
な
く
半
数

以
上
の
方
が
夜
間
に
二
〜
三
回
ト
イ
レ
に

行
く
と
答
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
加
齢

に
よ
る
体
の
変
化
の
う
ち
、
排
尿
に
影
響

す
る
も
の
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
睡
眠
に
つ
い
て
で
す
。
人

間
は
、
加
齢
に
よ
り
脳
が
萎
縮
し
睡
眠
が

浅
く
な
り
、
長
時
間
連
続
し
た
睡
眠
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
七
十
代
に
な
る
と
多

く
の
方
が
三
〜
四
時
間
し
か
熟
睡
で
き
な

く
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、
必
然
的
に
夜
間

に
目
が
覚
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

　

加
齢
に
よ
る
夜
間
排
尿

　
　

回
数
の
増
加
に
つ
い
て

らお 知 せ

　昨年の１２月１４日、一昨年に引き続き「音ギフトＨＡＮＡ」さ

んの演奏によるクリスマスコンサートを開催しました。

　今回もハンドベルでの演奏や、シャボン玉を使って雰囲気を出

したりと様々な趣向で楽しませてくれました。

　会場に集まっていただいた皆様も手作りのシェーカーを手に

して一緒に演奏に加わる場面もあり、ご満足いただけたのではな

いでしょうか？

　これからもいろんな企画で患者様の満足を得られるよう努力

していきますので是非ご参加ください。

ククククククククククリリリリリリリリリリススススススススススママママママママママススススススススススココココココココココンンンンンンンンンンササササササササササーーーーーーーーーートトトトトトトトトトをををををををををを開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催ししししししししししままままままままままししししししししししたたたたたたたたたたクリスマスコンサートを開催しました

　３月６日から１７日の期間に、患者様満足度調査を実施しま

す。皆様の声を聞かせていただき、より満足していただける

病院を目指しますので、どうぞご協力お願い致します。

患患患患患患患患患患者者者者者者者者者者様様様様様様様様様様満満満満満満満満満満足足足足足足足足足足度度度度度度度度度度調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査のののののののののの実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいてててててててててて患者様満足度調査の実施について

　昨年１１月に、歩行補助車五台（写真）を設置しました。正面玄

関を入り、右側に置いてあります。どうぞご利用下さい。

歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩行行行行行行行行行行補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助車車車車車車車車車車をををををををををを設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置ししししししししししままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた歩行補助車を設置しました



3 2006.2.15

患
を
有
す
る
者
、
糖
尿
病
患
者
、
免
疫
不

全
の
患
者
及
び
こ
の
よ
う
な
ハ
イ
リ
ス
ク

者
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
伝
播
す
る
可
能

性
の
あ
る
医
療
従
事
者
や
老
人
施
設
の
従

業
員
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
毎

年
接
種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
履

患
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
死
亡
率
は

確
実
に
低
下
さ
せ
ま
す
。
た
だ
し
、
新
型

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て

は
現
行
の
ワ
ク
チ
ン
は
無
効
で
あ
る
の
で
、

発
生
が
確
認
さ
れ
る
と
速
や
か
に
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
が
急
が
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

す
る
対
策
で
す
が
、
①
家
禽
類
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
監
視
の
強
化
や
防
疫
の
支
援
、

②
医
療
体
制
の
整
備
、
③
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
研
究
、
④
治
療
薬
の
備
蓄
開
始
な
ど
で

す
。
特
に
④
が
重
要
で
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
薬
で
あ
る
タ
ミ
フ
ル
の
国
家
・
自
治

体
で
の
備
蓄
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
備
蓄
の
進
行
状
況

は
ま
だ
ま
だ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

耳
鼻
咽
喉
科　

粉
川　

隆
行

死
亡
率
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
た
め
現

実
的
に
は
も
っ
と
少
な
く
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
従
来
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

も
流
行
の
激
し
か
っ
た
年
は
三
万
人
に
も

及
ぶ
死
者
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
数
万

人
に
及
ぶ
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
題
は
、
こ
の
死
亡
者
の
八
十
％
以
上
は

高
齢
者
な
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

か
ぜ
症
候
群
の
一
つ
で
あ
り
、
免
疫
力
の

あ
る
一
般
の
人
は
約
一
週
間
で
症
状
は
改

善
し
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
い
な
く
な
っ
た
後
も
細
菌

が
混
合
感
染
し
、
肺
炎
を
併
発
し
た
り
、

呼
吸
器
、
循
環
器
、
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
の
悪
化
を
し
た
し
、
重
症
化
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
な
ど
の
合
併
症
で
死
亡

す
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
免
疫
力
低
下
し
た
高
齢
者
、
小
児
を
中

心
に
、
感
染
予
防
、
早
期
治
療
な
ど
の
対

策
を
と
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
の
原
則
は
、
安
静
と
解
熱
剤
な
ど

の
対
症
療
法
で
、
細
菌
の
二
次
感
染
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
抗
菌
薬
を
併
用
し
ま
す
。

重
症
が
予
想
さ
れ
る
高
齢
者
、小
児
は
、発

症
か
ら
四
十
八
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
投
与
を
行
な
い
ま
す
。

　

予
防
対
策
と
し
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
時
に
は
換
気
の
励
行
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行
、
不
潔

な
手
で
顔
面
に
触
れ
な
い
な
ど
の
注
意
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
呼
吸
器
系
、

循
環
器
系
、
腎
臓
な
ど
に
慢
性
の
基
礎
疾

す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、

専
門
家
の
間
で
は
大
事
件
で
あ
っ
た
わ
け

で
す
。
ヒ
ト
と
ト
リ
で
は
感
染
対
象
の
細

胞
の
表
面
構
造
が
異
な
る
た
め
、
種
族
を

越
え
て
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
ま
で
は
ブ
タ
を
介
し
て
ト

リ
型
か
ら
ヒ
ト
型
へ
変
化
し
、
新
型
ウ
イ

ル
ス
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た

（
こ
れ
を
不
連
続
変
異
と
い
い
ま
す
）。

と
い
う
の
も
、
ブ
タ
は
ト
リ
型
も
ヒ
ト
型

も
両
方
と
も
感
染
す
る
こ
と
の
で
き
る
極

め
て
寛
容
な
動
物
で
あ
る
か
ら
で
す
。
両

種
の
ウ
イ
ル
ス
が
同
時
に
ブ
タ
に
感
染
し
、

細
胞
内
で
混
ざ
る
と
新
型
の
亜
型
ウ
イ
ル

ス
が
誕
生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

原
則
を
覆
し
て
ト
リ
型
の
ま
ま
で
ヒ
ト
に

感
染
し
た
Ｈ
５
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
ト
リ
型
で
あ
る
の
で
ヒ
ト
か
ら

ヒ
ト
へ
感
染
効
率
は
極
め
て
悪
く
、
流
行

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ヒ

ト
の
細
胞
内
で
ヒ
ト
型
に
変
化
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
こ
れ
だ
け
ト
リ
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
散
発
す
る
と
、
い
つ
ヒ
ト
型
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。
ま
さ

に
、
そ
の
X
デ
ー
は
間
近
に
迫
り
つ
つ
あ

る
の
で
す
。
ひ
と
た
び
新
型
ウ
イ
ル
ス
が

発
生
す
る
と
、
全
人
類
に
免
疫
が
な
い
た

め
、
ま
た
た
く
間
に
世
界
中
を
か
け
め
ぐ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
厚
労
省
で
は
四
分
の

一
が
発
症
し
、
死
者
は
十
七
万
人
か
ら
六

十
四
万
人
に
及
ぶ
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
な

か
っ
た
一
九
一
八
年
の
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の

　

従
来
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

で
す
が
、
表
面
構
造
の
違
い
か
ら
Ａ
型
、

Ｂ
型
、
Ｃ
型
に
分
か
れ
ま
す
。
Ｃ
型
は
小

児
で
の
鼻
か
ぜ
程
度
の
小
流
行
で
終
わ
る

た
め
、
社
会
的
に
大
き
な
問
題
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
、
世
界
中
で
流
行
し
て
い

る
の
は
、
Ａ
型
と
Ｂ
型
で
す
。
こ
れ
ら
三

型
に
は
そ
れ
ぞ
れ
亜
型
が
存
在
し
、
そ
の

た
め
に
毎
年
、
免
疫
を
か
い
く
ぐ
っ
て
流

行
を
繰
り
返
す
の
で
す
。
現
行
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
次
の
年
に
流
行

が
予
測
さ
れ
る
株
を
決
め
、
三
つ
の
亜
型

す
べ
て
を
含
む
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
予
測
し
た
亜
型

が
流
行
株
と
は
ず
れ
た
場
合
、
ワ
ク
チ
ン

は
有
効
で
な
く
な
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ

う
な
亜
型
は
突
然
変
異
に
よ
り
表
面
構
造

タ
ン
パ
ク
を
変
化
さ
せ
て
、
免
疫
構
造
か

ら
逃
れ
る
と
い
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
の
特
徴
に
よ
る
も
の
で
、
麻
疹
ウ
イ

ル
ス
な
ど
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
連

続
変
異
と
い
い
ま
す
。
一
九
九
七
年
に
香

港
で
初
め
て
ヒ
ト
に
ト
リ
型
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
あ
る
Ｈ
５
Ｎ
１
の
感
染
が
確
認

さ
れ
る
ま
で
は
、
ト
リ
型
が
ヒ
ト
に
感
染

　

昨
年
の
十
一
月
三
十
日
に
健
康
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
」
で
、
当
院
の
耳
鼻

咽
喉
科
・
粉
川
医
師
が
講
師
を
務
め
ま
し

た
。
そ
の
時
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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＊外来の受付時間は午前８時３０分～午前１１時３０分まで、診察は９時開始です。土・日・祝日・年末年始は

休診です。ただし、急患は随時受付・診察を行います。

＊都合により、担当医師が変更や休診になる場合があります。

　内　　科
金木水火月

佐伯和則亀山幹彦金村應文亀山幹彦金村應文

岩本将人宮地秀樹佐伯和則宮地秀樹岩本将人

宮地秀樹金村應文岩本将人佐伯和則亀山幹彦
＊下段は新患外来の担当医師
＊毎月最終診療日　午後２時より禁煙外来（予約制）

　神経内科
金木水火月

野本達也野本達也野本達也野本達也瀬田健博

瀬田健博石原　力瀬田健博瀬田健博石原　力

　形成外科
金木水火月

伊吾田慎一伊吾田慎一伊吾田慎一伊吾田慎一伊吾田慎一

　脳神経外科
金木水火月

國本健太鎌塚栄一郎國本健太鎌塚栄一郎鎌塚栄一郎

國本健太午
後

＊水曜日は午後２時３０分より頭痛・顔面痙攣外来（予約制）

　泌尿器科
金木水火月

富田祐司根本　勺根本　勺富田祐司根本　勺

　産婦人科
金木水火月

大塚　茂大塚　茂大塚　茂大塚　茂大塚　茂

　眼　　科
金木水火月

鈴村幸史鈴村幸史鈴村幸史鈴村幸史鈴村幸史

　耳鼻いんこう科
金木水火月

粉川隆行粉川隆行粉川隆行粉川隆行粉川隆行

小町太郎小町太郎小町太郎小町太郎小町太郎

粉川・小町午
後

＊金曜日のみ午後外来診察（午後２時３０分～３時３０分受付）

　麻 酔 科
金木水火月

篁　武郎篁　武郎篁　武郎篁　武郎篁　武郎

太田　亮太田　亮太田　亮太田　亮太田　亮

　小 児 科
金木水火月

鹿子島俊夫鹿子島俊夫鹿子島俊夫鹿子島俊夫鹿子島俊夫

平成１８年２月１５日現在

　外　　科
金木水火月

山本一仁木内博之山本一仁木内博之山本一仁

清水哲也峯田　章峯田　章峯田　章清水哲也

福原宗久寺田淑恵寺田淑恵福原宗久福原宗久

　消化器科
金木水火月

福岡　猛高橋　光福岡　猛高橋　光福岡　猛

　リハビリテーション科
金木水火月

木内博之滝沢隆雄尾崎大也知識鉄郎滝沢隆雄

　整形外科
金木水火月

上坂眞司尾崎大也上坂眞司尾崎大也上坂眞司

尾崎大也石田良太石田良太石田良太石田良太

　放射線科
金木水火月

安藤　順安藤　順安藤　順安藤　順安藤　順

　皮 膚 科
金木水火月

加藤篤衛加藤篤衛加藤篤衛加藤篤衛加藤篤衛

　当院では、ホームページを開設しました。病院の

様々な情報を掲載しておりますので、是非ご覧下さい。

〈ＨＰアドレス〉

http://www.hosp-kitamurayama.jp

ホホホホホホホホホホーーーーーーーーーームムムムムムムムムムペペペペペペペペペペーーーーーーーーーージジジジジジジジジジのののののののののの開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいててててててててててホームページの開設について
テーマ：救急医療の実際

　　　　　～あなたにもできる心肺蘇生術～

日時：３月２９日（水）　午後７時～８時

場所：北村山公立病院１階待合ホール

講師：脳神経外科医師　國本　健太

皆さん奮ってご参加下さい！

次次次次次次次次次次回回回回回回回回回回のののののののののの健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催ののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせ次回の健康講座開催のお知らせ
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正
面
玄
関
を
入
っ

て
す
ぐ
右
側
に
医
療

福
祉
連
携
室
は
あ
り

ま
す
。
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
て
も
、
ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
て
い
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
医
療
福
祉
連

携
室
の
業
務
は
、
大

き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
、『
病
診
連
携
』
業
務
で
す
。

病
診
連
携
と
は
、
地
域
の
病
院
・
医
院
な

ど
と
当
院
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
、

患
者
様
へ
の
医
療
の
質
と
安
全
の
向
上
を

目
指
す
た
め
の
も
の
で
す
。
皆
様
が
普
段

診
て
い
た
だ
い
て
い
る
医
院
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
な
ど
の
先
生
か
ら
当
院
へ
紹
介
が
あ
っ

た
場
合
、
私
た
ち
の
出
番
に
な
り
ま
す
。

診
療
・
検
査
予
約
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
受

付
、
各
科
外
来
と
の
調
整
、
ま
た
、
紹
介

患
者
様
の
受
診
状
況
、
結
果
な
ど
を
紹
介

元
の
先
生
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
ハ
ガ
キ
で
報

告
す
る
こ
と
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
予
約

は
し
て
い
な
い
が
、
か
か
り
つ
け
の
先
生

か
ら
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
来
た
と
い
う
患

者
様
も
、
来
院
し
た
ら
ま
ず
医
療
福
祉
連

携
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
が
受

付
を
し
、
患
者
様
を
外
来
ま
で
ご
案
内
致

し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
業
務
が
、『
医
療
福
祉
相

談
』
で
す
。
自
分
や
家
族
が
病
気
に
な
っ

た
時
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
心
配
事
が
出

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
介
護
の
こ
と
、

お
金
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
…
。
体
や
精

神
の
状
態
が
入
院
前
と
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
な
ど
、
特
に
今
後
の
生
活

に
つ
い
て
の
不
安
は
大
き
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
通
院
・
入
院
中
、
ま
た
、
退
院
後
の

生
活
へ
の
不
安
に
つ
い
て
、
利
用
で
き
る

福
祉
制
度
の
紹
介
や
関
係
機
関
、
院
内
ス

タ
ッ
フ
と
の
話
し
合
い
な
ど
も
行
な
い
な

が
ら
、
患
者
様
・
家
族
の
方
と
共
に
考
え
、

よ
り
よ
い
解
決
の
方
法
を
探
し
て
い
き
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
秘
密
は

厳
守
致
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

医
療
福
祉
連
携
室
は
、
患
者
様
が
安
心

し
て
受
診
・
入
院
・
退
院
で
き
る
よ
う
お

手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

医
療
福
祉
連
携
室　

高
橋　

結
子

い き い き �
11

医療福祉連携室�

職 場 紹 介 �

　

前
回
は
転
倒
を
予
防
す
る
に
は
自
分
の

体
を
う
ま
く
使
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
と
い
う
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
今
回

は
具
体
的
な
方
法
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

先
日
、
あ
る
地
区
で
高
齢
者
の
体
力
測

定
を
実
施
し
た
結
果
か
ら
気
付
い
た
こ
と

で
す
が
、
握
力
や
歩
行
速
度
は
保
た
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
柔
軟
性
や
バ
ラ
ン
ス
能

力
の
低
下
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
転
倒

予
防
に
は
柔
軟
性
や
バ
ラ
ン
ス
が
大
変
重

要
な
要
素
に
な
っ
て
き
ま
す
。
特
に
身
体

の
中
で
も
胴
体
部
分
は
手
足
や
頭
や
首
の

土
台
と
な
っ
て
い
る
重
要
な
部
分
で
す
が
、

自
分
で
意
識
し
て
動
か
す
と
い
う
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
柔
軟
性
や
バ
ラ
ン

ス
が
欠
如
し
が
ち
で
す
。

　

そ
こ
で
、
日
常
生
活
の
中
で
胴
体
を
や

わ
ら
か
く
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

縄
を
使
っ
て
自
分
の
身
体
を
動
か
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
で
は
、
こ
こ
か
ら
『
縄
抜
け
』

の
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

　

①
縄
を
身
体
に
回
し
て
み
ぞ
お
ち
の
所

で
落
ち
な
い
程
度
に
軽
く
結
び
、
輪
を
作

る
。
②
結
ん
だ
輪
を
頭
の
方
に
く
ぐ
し
て

い
く
。
こ
の
時
、
自
分
の
体
を
動
か
し
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
行
な
う
。
③
今
度
は
、
頭

の
方
か
ら
輪
を
く
ぐ
り
、
足
か
ら
抜
け
て

い
く
。
④
次
は
、
足
の
方
か
ら
輪
に
入
り
、

頭
の
方
に
抜
け
て
い
く
。
⑤
こ
の
動
き
を

三
回
程
度
繰
り
返
し
て
終
了
で
す
。

　

こ
の
時
に
注
意
す
る
こ
と
は
、
①
急
が

ず
無
理
を
し
な
い
。
②
痛
み
が
出
る
よ
う

で
あ
れ
ば
縄
の
結
び
目
を
ゆ
る
め
る
。
③

で
き
れ
ば
立
っ
て
行
な
う
と
よ
い
が
、
転

ぶ
危
険
性
の
あ
る
人
は
椅
子
に
座
っ
て
行

な
う
の
三
つ
で
す
。

　

慣
れ
て
き
た
方
は
、縄
の
結
び
方
を
徐
々

に
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
動
き
方
な
ど
、

ど
こ
を
注
意
す
る
か
は
個
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
公
立
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
聞
い
て

く
だ
さ
い
。
理
学
療
法
士　

鈴
木
瑠
美
子

？�？�
転
倒
と
は
？�

2

そ
の�

① みぞおちで縄を結ぶ�

② 頭の方へ�

③ 頭から足の方へ�

④ 足から頭の方へ�

⑤ 3回繰り返す�
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当
院
で
毎
年
、
受
け
入
れ
を
行
な
っ
て

い
る
救
急
救
命
士
研
修
を
、
本
年
度
修
了

さ
れ
た
東
根
市
・
石
垣
隊
員
の
研
修
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。

東
根
市
消
防
署　

石
垣　
　

修　

　

こ
の
度
は
、
北
村
山

地
区
の
基
幹
病
院
で
あ

る
北
村
山
公
立
病
院
に

て
大
変
に
実
り
多
き
研

修
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
携

わ
り
ま
し
た
患
者
様
、
熱
心
且
つ
丁
寧
な

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
医
師
を
は
じ

め
と
す
る
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
救
急
救
命
士
と
し

て
必
要
な
知
識
や
医
療
技
術
は
基
よ
り
、

医
療
人
と
し
て
の
理
念
等
も
ご
指
導
い
た

だ
き
、
今
後
は
こ
の
経
験
を
救
急
現
場
で

活
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
方
に
よ
る
早
い
通
報
や
応
急
手

当
、
救
急
隊
に
よ
る
迅
速
且
つ
安
全
な
搬

送
や
救
命
処
置
、
そ
し
て
医
療
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
専
門
的
な
治
療
や
看
護
、
こ
れ
ら

の
救
命
の
連
鎖
が
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
社
会
復
帰
で
き
る

よ
う
努
力
を
怠
ら
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

印刷　中央印刷㈱村山支店

　

西
六
階
病
棟
は
、
西
棟
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
乗
っ
て
最
上
階
の
病
棟
に
な
り
ま
す
。

降
り
る
と
周
り
に
村
山
市
、
東
根
市
の
街

並
み
が
見
え
る
明
る
い
病
棟
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

病
棟
に
は
、
内
科
、
神
経
内
科
、
消
化

器
科
の
治
療
を
必
要
と
さ
れ
る
患
者
様
が

入
院
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
心
不
全
の
方
や

脳
梗
塞
の
方
が
多
く
、
ベ
ッ
ド
上
で
の
入

院
生
活
の
苦
痛
を
い
く
ら
か
で
も
軽
減
し
、

安
全
に
入
院
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
に
、

看
護
師
十
九
名
、
看
護
補
助
者
六
名
で
看

護
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
特
に
大
腸
検
査
の
為
の
入
院

患
者
様
も
多
く
、
数
ヶ
月
先
の
予
約
ま
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
患
者
様
に
対
し
て

も
、
少
し
で
も
苦
痛
が
な
く
検
査
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
看
護

研
究
、
研
修
会
へ
の
参
加
も
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
一

次
救
命
処
置
）
の
認
定
を
得
る
た
め
の
研

修
会
に
奮
闘
中
で
す
。

西
六
階　

柴
田　

郁
子

は�
こ�
ん�

に�

ち�

は�
こ�
ん�

に�

ち�

は�
こ�
ん�

に�

ち�

救
命
救
急
士
研
修

救
命
救
急
士
研
修
�

救
命
救
急
士
研
修

救
命
救
急
士
研
修
�

救
命
救
急
士
研
修
�

救
命
救
急
士
研
修
�

は
禁
煙
、「
二
少
」
は
少
食
と
少
酒
、「
三

多
」
は
多
動
、
多
休
、
多
接
で
、
運
動
を

よ
く
す
る
、
休
養
を
し
っ
か
り
と
る
、
そ

し
て
多
く
の
人
、
事
、
物
に
接
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
六
つ
を
実
践
す
れ
ば

生
活
習
慣
病
を
予
防
で
き
る
の
だ
そ
う
で

す
。
思
い
当
た
る
方
は
是
非
、
今
年
は
一

つ
で
も
試
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■
寒
さ
も
厳
し
い
今
日
、
体
調
を
整
え
、

�
ク
ロ
ー
バ
ー
�
の
緑
鮮
や
か
な
季
節
を

迎
え
た
い
も
の
で
す
。 

（
ゆ
か
）

■
暦
の
上
で
は
「
立
春
」
を
迎
え
、

間
も
な
く
「
雨
水
」
で
す
が
、
春

の
兆
し
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
よ
う
で

す
…
。
雪
に
は
慣
れ
て
い
る
は
ず

の
山
形
県
民
で
も
、
今
冬
の
雪
に

は
お
手
上
げ
で
し
た
。
皆
様
も

「
雪
は
き
」
で
疲
労
が
た
ま
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
は
気
を
抜
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
最
近
、「
一
無
、
二
少
、
三
多
」
と
い

う
言
葉
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。「
一
無
」

　

病
院
へ
初
め
て
来
院
さ
れ
る
際
に
、
か

か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
な
し
で
受
診
し

た
患
者
様
か
ら
徴
収
し
て
い
る
初
診
時
特

定
療
養
費
が
、
三
月
一
日
よ
り
、
七
八
〇

円
か
ら
一
、五
七
〇
円
へ
と
変
更
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
以
前
「
ク
ロ
ー
バ
ー
九
号
」

の
中
で
も
ご
紹
介
し
た
病
診
連
携
推
進
に

よ
り
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
当
院
へ
の
紹

介
率
が
上
が
り
、
届
出
し
て
い
る
施
設
基

準
が
変
更
と
な
っ
た
た
め
の
改
正
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

初初初初初初初初初初
診診診診診診診診診診
時時時時時時時時時時
特特特特特特特特特特
定定定定定定定定定定
療療療療療療療療療療
養養養養養養養養養養
費費費費費費費費費費
のののののののののの
変変変変変変変変変変
更更更更更更更更更更
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

初
診
時
特
定
療
養
費
の
変
更
に
つ
い
て

�
外　
　

科　
　
 
清 　
 
水 　
 
哲 　
 
也 

し 

み
ず 

て
つ 

や

専
門
分
野　

日
本
外
科
学
会
外
科
専
門
医
、

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
専
門
医

①
一
月
一
日

②
東
京
都

③
ス
ポ
ー
ツ

④
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

�
神
経
内
科　
　
 
石 　
 
原 　
　
　
 
力 

い
し 

は
ら 

ち
か
ら

①
二
月
一
日

②
東
京
都

③
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

④
微
力
を
尽
く
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
。

①
着
任
日
　
②
出
身
地�

③
趣
味
　
④
抱
負
・
自
由
発
言�


